
①　以下の文章を読みながら「た・ち・つ・て・と」に ○（まる）をつけてください。


　きそじはすべてやまのなかである。あるところはそばづたいにい
くがけのみちであり、あるところはすうじゅっけんのふかさにのぞ
むきそがわのきしであり、あるところはやまのおをめぐるたにのい
りぐちである。ひとすじのかいどうはこのふかいしんりんちたいを
つらぬいていた。 
　ひがしざかいのさくらざわから、にしのじっきょくとうげまで、
きそじゅういっしゅくはこのかいどうにそうて、にじゅうにりあま
りにわたるながいけいこくのあいだにさんざいしていた。どうろの
いちもいくたびかあらたまったもので、こどうはいつのまにかふか
いやまあいにうずもれた。なだかいかけはしも、つたのかずらをた
のみにしたようなあぶないばしょではなくなって、とくがわじだい
のすえにはすでにわたることのできるはしであった。しんきにしん
きにとできたみちはだんだんだにのしたのほうのいちへとくだって
きた。 

②　各仮名の個数を数えて、数を書いてください。


た　　　ち　　　つ　　　て　　　と


③　何について書かれた文でしたか？口頭で教えてください。


 
 

折り線

【物語】仮名拾い（かなひろい）課題プリント その４ 
　答え　②　た：18　ち：6　つ+っ：10　て：6　と：9 
　　　　③　木曽路について紹介している文。 
　　　　　（他、物語を説明してもらう）など
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